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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/022    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月21日(2015.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オシロメトリック測定から導出される末梢脈波形を処理して対応する動脈内波形を推定
する方法であって、
　前記末梢脈波形をそれぞれのフィルタを用いてフィルタリングして複数の波形を提供す
るステップと、
　前記複数の波形を時分割多重化して、前記推定された動脈内波形を表す結合波形を提供
するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記末梢脈波形が、第１周波数でフィルタリングされて第１フィルタリング波形を提供
し、第２周波数でフィルタリングされて第２フィルタリング波形を提供し、
　前記第１周波数が心周期の第１時相に関連し、前記第２周波数が前記心周期の第２時相
に関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の波形のうちの少なくとも１つが、結合される前に変換されるか、および／ま
たは、
　前記複数の波形のうちの少なくとも１つが、結合される前に増幅される、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１時相が、前記心周期の収縮期であるか、
　前記第１時相が、前記心周期の収縮期を開始する急な立上りであるか、および／または
、
　前記第２時相が、前記心周期の拡張期である、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１周波数が、前記心周期の収縮期の最高周波数に対応するか、
　前記第１周波数が、３Ｈｚと２０Ｈｚとの間の周波数であるか、
　前記第１周波数がおよそ３．２Ｈｚであるか、
　前記第２周波数が、前記心周期の拡張期の最高周波数に対応するか、
　前記第２周波数が、１．５Ｈｚと２０Ｈｚとの間の周波数であるか、および／または、
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　前記第２周波数がおよそ１．７５Ｈｚである、請求項２～４のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項６】
　前記末梢脈波形が、第１ハイパスフィルタによってフィルタリングされて前記第１フィ
ルタリング波形を提供し、
　第２ハイパスフィルタによってフィルタリングされて前記第２フィルタリング波形を提
供する、請求項２～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１ハイパスフィルタが、前記第２ハイパスフィルタより高次であるか、
　前記第１ハイパスフィルタが７次フィルタであるか、および／または、
　前記第２ハイパスフィルタが４次フィルタである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　平滑化フィルタを用いて前記結合波形を平滑化するステップをさらに含み、
　前記平滑化フィルタが２０Ｈｚを超える周波数を減衰させる、請求項１～７のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記平滑化フィルタが、カットオフ周波数がおよそ６Ｈｚであるローパスフィルタであ
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記平滑化フィルタが、前記第１ハイパスフィルタおよび前記第２ハイパスフィルタよ
り低次であるか、または、前記平滑化フィルタが３次フィルタである、請求項４に従属す
る請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記結合波形が全心周期である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記末梢脈波形が、対象となるヒトから収集された測定データのものであり、
　前記対象となるヒトの末梢収縮期血圧および拡張期血圧が得られ、
　前記方法が、前記推定された動脈内波形、前記末梢収縮期血圧および前記拡張期血圧を
使用して真の平均動脈内圧を計算するステップと、前記真の平均動脈内圧を使用して推定
された中心圧力波形を計算するステップと、をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のフィルタのうちの少なくとも１つがバターワースフィルタである、請求項１
～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　オシロメトリック測定から導出される末梢脈波形を処理して対応する動脈内波形を推定
する装置であって、
　前記末梢脈波形を受け取る入力と、
　前記末梢脈波形を第１周波数でフィルタリングして第１フィルタリング波形を提供する
ように構成された第１フィルタと、
　末梢脈波形を第２周波数でフィルタリングして第２フィルタリング波形を提供するよう
に構成された第２フィルタと、
　時分割マルチプレクサと、
　前記推定された動脈内波形を出力する出力と、
を具備し、
　前記時分割マルチプレクサが、前記第１フィルタリング波形および前記第２フィルタリ
ング波形を結合して、前記推定された動脈内波形を生成する、装置。
【請求項１５】
　前記第１周波数が３Ｈｚと２０Ｈｚとの間の周波数であるか、
　前記第１周波数がおよそ３．２Ｈｚであるか、
　前記第２周波数が１．５Ｈｚと２０Ｈｚとの間の周波数であるか、および／または、
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　前記第２周波数がおよそ１．７５Ｈｚである、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１フィルタおよび前記第２フィルタがハイパスフィルタであり、
　前記第１フィルタが前記第２フィルタより高次であり、
　前記出力波形をフィルタリングする平滑化フィルタをさらに具備し、
　前記平滑化フィルタが、２０Ｈｚを超える周波数を減衰させる、請求項１４または１５
に記載の装置。
【請求項１７】
　前記平滑化フィルタが、カットオフ周波数がおよそ６Ｈｚであるローパスフィルタであ
る、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記推定された動脈内波形が、前記第１フィルタリング波形、前記第２フィルタリング
波形およびフィルタリングされていない末梢脈波形の時分割多重を含む、請求項１６また
は１７に記載の装置。
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